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提出期限　7月31日（水）
　2019年度春学期「学生による授業評価アンケート」は原則として
2019年7月13日(土)、16日(火)から22日(月)の期間に、クラス指定授
業やゼミの最終授業で配付します。当日欠席、またはクラス指定科目を
履修していない学生のみなさんには、自宅宛に直接送付いたします。諸
事情により、授業内で配付せず、直接送付するクラスもあります。
　授業評価アンケートは、毎学期末に実施しており、各担当教員が授業
内容の改善に取り組むための資料の一つとなります。アンケートの自由
記述部分は、タイプされた資料となって各担当教員へ渡されますので、
匿名性は厳重に守られます。安心してアンケートにご協力ください。
アンケート結果は、直接各担当教員に報告します。またマークシート

の全体結果を『獨協大学ニュース』にて、各授業科目の結果と各担当教
員からのフィードバックを教務課、図書館、学友会の窓口にて学生のみ
なさんにも公表します。なお、2018年度秋学期の結果は、現在上記3部
署で公開しております。
配付対象：本学学生全員(授業未登録者は除く)

大学院生（学部科目受講者のみ）、
聴講生、科目等履修生、特別聴講生

提出方法
指定された授業での配付分：授業終了時に回収。個別に提出する場
合には、学内回収箱(教務課、学生課、教育研究支援センター、図書
館、キャリアセンターに設置)に投函、または返信用封筒で郵送(切手
不要)。
自宅郵送分：返信用封筒で郵送(切手不要)または学内回収箱に投函。
※住所を変更した方は、至急学生課で手続きしてください。

問い合わせ先：自己点検・評価室（中央棟2階）
（☎ 048-946-1824　　  jikotenken@stf.dokkyo.ac.jp）まで
お知らせ：2019年度秋学期より「学生による授業評価アンケート」及び
「学生による教育環境改善のためのアンケート」をWebで実施する予定
です。

2019年度春学期
「学生による授業評価アンケート」にご協力ください

■4月22日、本学と北海道との間で「学生UIJターン就職支援に
関する協定」を締結（4月23日・読売新聞朝刊〔埼玉版〕28面）

■本学卒業生でツイッタージャパン代表取締役笹本裕氏（88年
律卒）「外資経験、提案力に生きる、海外目線で日本発実現
（リーダーの肖像）と題したインタビュー記事が掲載された（5
月15日・日経産業新聞・2面）

■右崎正博名誉教授
北方領土を戦争で取り返すことに言及し、批判が相次ぐ丸山穂
高衆院議員についてコメント（5月15日・東京新聞朝刊・2面）

■矢羽々崇ドイツ語学科教授
6月3日徳島で開催された特別講演会にて、「シラーの詩から
ベートーヴェンの『第九』へ」をテーマに講演（5月18日・朝日
新聞朝刊〔徳島版〕・27面）

メディアに登場した獨協大学
（19年4月16日～19年6月15日）

　5月18日、2019年度獨協大学父母の会総会が東棟で行われた。
犬井正学長・父母の会名誉会長は「父母の会は就職活動への支援、奨

学金事業への支援、大学の教育研究活動への助成、機関紙の発行、父
母懇談会の開催など、様々な事業を展開しており、その活動は年々活性
化しています」と述べ、同会のこれまでの支援に感謝の意を表した。増渕
修司代表幹事の挨拶の後、2018年度収支決算と2019年度父母の会
正会員幹事及び監査13名が異議なく承認された。また2018年度父母
の会チャレンジ支援プログラムに採択され活動への助成金を受けた「食
と農を考えようプロジェクトチーム」と「福島県集落復興支援事業 耻風
（はじかぜ）チーム」の２つの学生グループによる報告が行われた。
　総会終了後、新役員による第１回幹事会が開催され、代表幹事に中澤
俊勝氏が選任されたほか、副代表幹事および執行幹事が決まり、2019
年度の父母の会の活動がスタートした。
　幹事会終了後には、学生食堂で懇親会が行われ、盛会のうちに終了した。

父母の会総会 開催

　春学期定期試験が7月24日（水）から行われます。
　定期試験に臨んでは、正々堂々と日頃の学修の成果を発揮して
ください。
　なお、学生証の提示がない場合は受験できません。当日忘れた
場合、または紛失した場合は、学生課(学生センター1階)で再発行
の手続きが必要です（有料）。

教務部長
学生部長

春学期定期試験の受験について

　近頃、本学学生に対する地域住民からの苦情が増加していま
す。獨協大学学生としての自覚をもち、マナーを守って行動して
ください。
●喫煙マナー

獨協大学前〈草加松原〉駅周辺は路上喫
煙禁止区域です。歩きタバコ、吸殻のポ
イ捨てはやめましょう。キャンパス内でも
喫煙が許可されているのは喫煙ボックス
内のみで、その周りでの喫煙は厳禁で
す。2019年7月1日の改正健康増進法施
行により指定場所以外での喫煙禁止が
厳格化され、違反者には30万円以下の
罰金が科されることがあります。

●大学周辺でのマナー
学内外を問わず、歩きながらのスマート
フォン使用は危険です。横に広がって歩
道をふさぐ、飲食後に店舗の出入口を集
団でふさいだり座り込んだりする、駅や
大学周辺、公園で大声を出して騒ぐ、など
も止めましょう。なお、草加市では、公園
内での花火は禁止されています。

●自転車マナー
指定の駐輪場所以外での駐輪、二人乗
りはしないでください。また、獨協さくら
橋前の横断歩道では、自転車を降りて
横断しましょう。

●電車でのマナー
車内ではリュックを胸元に抱える、網棚に
乗せる、手にもって足元にぶら下げるな
どして、周りの人に迷惑をかけないように
しましょう。やむなく足元の床に置く場合
は、通行の妨げにならないよう配慮をし
てください。

学生課

獨協大学学生として品位ある行動を
～ 守ってほしい4つのマナー ～

　5月18日、国際交流イベント「飴細工体験＆人形劇　谷根千ツアー」
（主催・国際交流センター）が行われた。これは、日本人学生と外国人学
生・留学生が相互交流を図りながら、日本文化への理解を深めることを
目的としている。
この日、外国人留学生15名と日本人学生24名が、日暮里駅から谷根
千エリアを散策。谷中銀座や根津神社など、下町の風情を感じることの
できる場所を訪れた。千駄木の劇場「指人形笑吉工房」では、オーナー
で指人形作者の露木光明さんによる指人形劇を観劇した。初めは互い
に緊張していた学生だったが指人形のユーモアあふれる動きに大笑い
し、打ち解けることができた。「あめ
細工吉原」ではグループごとにウサ
ギ、イルカ、クマの飴細工作りに挑
戦。悪戦苦闘しつつも、職人の説明
を参考に、学生同士で助け合いなが
ら個性豊かな飴細工を作成した。
　参加した学生からは「言葉がわか
らなくても楽しめる人形劇だった」
「飴細工は難しかったが、なかなか体
験する機会がないので新鮮だった」
「留学生とも日本人学生ともいろい
ろな人と話すことができた」といった
感想が聞かれた。

国際交流イベント
「飴細工体験＆人形劇 谷根千ツアー」実施

　応募要項をご希望の方は、中央棟2階総合企画課または図書館
1階レファレンスカウンターまで。
■応募締切 10月 9日（水）　17：00（締切厳守）
■テ ー マ
　１．世界の水問題 ５．人口減少社会と○○（学）
　２．21世紀の世界秩序 ６．移民社会に備えて
　３．なぜ投票率は下がっているのか ７．AIと職業
　４．性の多様性 8．統計の功罪
■賞　最優秀賞　　賞状及び副賞10万円
　　　優秀賞　　　賞状及び副賞  ５万円
　※応募者全員に記念品（Quoカード1千円）を差し上げます。
■入選発表 本学ホームページ、掲示板で発表。

「獨協大学ニュース」1月号に掲載予定。
※最優秀賞の全文を『獨協大学学報』、最優秀賞と優秀賞の要旨
を本学ホームページに掲載予定。

第47回　学生懸賞論文

■硬式野球部　首都大学野球連盟　春季２部リーグ戦（Ｒグループ）

　雪野　敏和（営４年）　　ベストナイン（投手・初）受賞
　前島　健志郎（律３年）　ベストナイン（外野手・初）受賞
　並木　秀尊（済３年）　　ベストナイン（外野手・初）受賞

■卓球部　春季関東学生卓球リーグ戦男子３部Aブロック　優勝

　小澤　悠生（律２年）　　殊勲賞受賞

■山岳部　第6回日本学生スポーツクライミング対校選手権大会

　川﨑　美来（独3年）・村山　詩織（国関法3年）
　リード競技　第3位　

学友会活動

訃  報

城﨑　陽子 （しろさき・ようこ）
国際教養学部特任教授
19年5月28日、病気のため死去、56歳
16年　非常勤講師
17年　特任教授

　とにかく幅広い分野を対象とする研究者だった。上代文学とりわけ
『万葉集』を手始めに和歌史、国学、書誌学、民俗学、芸能史、富士信
仰の研究と行者としての実践等々、わずか５６歳の人生でこれだけのこ
とを、子供を育て家族を大事にしながらニコニコと、何事もないように成
し遂げる凄みは、一体どこから来ていたのだろう。あなたを惜しむ多くの
人々が遠くから葬儀に駆けつけていた。祭壇は白と青の花で富士山が
形象され、棺には富士講の行衣が掛けられていた。たった3年であった
が、本学の教壇に立ってくれたことに、心から感謝申し上げたい。合掌。

（いいじま・かずひこ　言語文化学科教授）

城﨑陽子先生を悼んで
飯島一彦


